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佐賀県2019 吉野ヶ里遺跡総括報告書より

吉野ヶ里遺跡で卓越する甕棺墓群 
総計3,045基（2019年度時点）



前漢鏡・両腕に貝輪26点
をはめた熟年女性の埋葬

今回の箱式石棺墓 北墳丘墓

北内郭



佐賀県2020 吉野ヶ里遺跡総括報告書より

点在する集落（９地区）と墓地 
弥生時代前期末～中期初頭

甕棺墓群の誕生



壺棺墓（小児用）が原点で生命
の再生を強く願う埋葬形態

壺棺墓の思想を普遍化させ成人用
の埋葬にも取り込んだのが甕棺墓



佐賀県2019 吉野ヶ里遺跡総括報告書より

甕棺墓群は列をなす

塊状に密集するところ
もある

甕棺墓は吉野ヶ里の丘陵全域に
広がり,墓域としての土地利用が
が主体であった時期もありそう



吉野ヶ里遺跡甕棺墓の特徴

副葬品の分散副葬

吉野ヶ里丘陵地区Ⅲ区



吉野ヶ里遺跡甕棺墓の特徴

分散副葬ではあるが塊
状をなす墓域では偏在
する箇所も認められる

吉野ヶ里丘陵地区Ⅱ区



北墳丘墓の個別埋葬

副葬品の分散副葬

銅剣とガラス管玉を副葬
するのはSJ1002のみ

銅剣は１振りづつ副葬される



北墳丘墓を北の端におき 
南の雲仙普賢岳に向けた
列状配置をとる甕棺墓群

ここでも分散副葬は確認できる



ただし志波屋四の坪地区の列
状配列は天体運行との関係で
は把握しづらい。北の背振山
との関係で理解すべきか

弥生時代中期の冬至の日の出

原図を0.3°反時計回りに回転させ真北に補正

「みなし北辰」とすべきか

太陽の運行範囲に軸を向ける埋葬



瀬ノ尾遺跡石蓋土坑墓（SP1102）蓋石



真北への補正（真北方向角0.2°　国土座標軸より0.2°逆時計回り）

T.N.12.1°Ｗ

SP1102





銀河中心方向
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島根県荒神谷遺跡の銅剣と銅鐸に刻まれた十文字
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十文字刻み２ 南（入り口側）

北（奥壁）
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